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1― アルコール市場の縮小と多様化
～「とりあえずビール」からそれぞれの好
きなものへ、税率変化の影響も

　ビールの消費は、12月の忘年会シーズ

ンに次いで7～8月の夏の時期に増える

（総務省「家計調査」における二人以上世

帯の支出額）。今年の夏は厳しい暑さが続

いたが、会社帰りに冷えたビールで喉を潤

した方も多かったのではないだろうか。

　実は、日本のアルコール市場は、1996年

をピークに縮小傾向にある［図表1］。消費

されるアルコールの種類も変容している。

　1990年代半ばまではビールが約7割を

占め、ビールと2位の清酒を合わせると全

体の8割を超えていた。しかし、1990年

代後半から、ビールや日本酒が減る一方で、

発泡酒やリキュール、その他の醸造酒等が

増えるようになり、消費されるアルコール

は多様化している。なお、その他の醸造酒

等とは、2006年の酒税法改正の際に出

来た区分のことで、いわゆる第三のビール

の一部が含まれている。

　ビールの消費量が大幅に減少した背

景には、税率が引き上げられた影響が指

摘できる。ちなみに、ビールとは麦芽比率

50%以上の醸造酒のことで（2018年の

酒税法改正前は67%）、麦芽比率に応じ

て税率が定められている。

　景気が低迷しはじめた1990年代半ば

頃から、消費者が安いビールを求める中

で、メーカーは麦芽比率の低いビールテイ

ストの発泡酒の開発を進めてきた。しかし、

2003年に発泡酒に対する税率が引き上

げられると、さらに麦芽比率を下げた商品

として、メーカーは第三のビールの開発を

し始めた。

　さらに、ビールの消費量が減少した要因

には、消費者の好みが多様化した影響も

指摘できるだろう。

　図表1を見ると、近年、チューハイやカク

テルに使われるリキュールの消費量が伸

びている。ひと昔前は、会社やサークルな

どの集まりでは、「とりあえずビール」とい

うことが多かった。しかし、最近では若者

を中心に、一杯目から、それぞれ好きなも

のを注文するということも少なくない。

 

2― アルコール市場の縮小要因
～男性や若者の「アルコール離れ」、
飲む量の減る高齢者の増加

　さて、アルコール市場が縮小している原

因について見ていきたい。日本人はアル

コールを飲まなくなっているのだろうか。

あるいは、世間でよく言われるように「若

者のアルコール離れ」が原因なのだろうか。

　厚生労働省「国民健康・栄養調査」に

よると、日本人の飲酒習慣率は、アルコー

ル消費量がピークであった1996年では

男性が52.5%、女性が7.6%であった。こ

れ が、2016年では男性 が33.0%（▲

19.5%pt）、女性が8.6%（＋1.0%pt）と

なり、男性の飲酒習慣率は大幅に低下する

一方で、女性ではわずかに上昇している

　飲酒習慣率を年代別に詳しく見ると、

20代では男女ともに低下しており、世間で

言われるとおり、確かに若者は「アルコー

ル離れ」をしている［図表2］。

　一方で、男性では「アルコール離れ」は

20代だけではない。飲酒習慣率は、全て

の年代で低下しているのだ。特に30～40

代では大幅に低下している。20～40代の

男性は飲酒量が多く、飲酒日1日あたり2

合以上飲む割合は45%程度だ。つまり、

飲酒量の多い年代の男性が飲まなくなっ

たことが、日本のアルコール市場が縮小し

ている大きな要因と言える。

　さらに、少子高齢化の影響もあるだろう。

飲酒量の多い現役世代の人口が減り、飲酒

量の少ない高齢者が増えている。日本の人

口は2010年をピークに減少局面に入った

が、飲酒量が大幅に減る60代以上の人口

割合は高まっている。飲酒日1日あたり2

合以上飲む割合は、男性では20～50代ま

では4割を超えるが、60代になると3割を

下回る。一方、総人口に占める60歳以上の

割合は、1996年では21.3%だが、2016

年では34.0%（＋12.7%pt）へと上昇し

ている（厚生労働省「人口動態調査」）。
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3―「アルコール離れ」の背景
～健康志向の高まりと会合の減少、
若者は飲酒以外の楽しみとリスク回避

　なぜ男性は「アルコール離れ」をしてい

るのだろうか。この背景には、健康志向の

高まりや会合の機会が減ったことがあげ

られる。

　食生活の洋風化などを背景に、日本人

男性のBMIは1990年代から上昇傾向に

ある（厚生労働省「国民健康・栄養調査」）。

このような中で、40歳以上では、2008年

から「特定健診・特定保健指導（いわゆる

メタボ健診）」が始まった。にわとりが先か

卵が先か、という印象もあるものの、体重

が増加してアルコールを控えようと考える

男性が増えた可能性がある。また、足元で

は企業業績は改善傾向にあるが、長らく

続いた景気低迷の時期を経て、かつてと比

べて会合が減ることで、飲酒の機会が減っ

た可能性もあるだろう。

　一方、若者については、情報通のデジタ

ルネイティブ世代は、何につけても知識が

豊富だ。健康に関する知識も同様で、若者

の方が上の年代より健康志向が高いとい

う報告もある*。また、成熟した消費社会で

は、アルコールを飲むこと以外にも、多く

の楽しみがある。さらに、景気低迷の中で

生まれ育った若い世代では、あらゆる面で、

できるだけリスクを回避する傾向が強い

影響もあるのかもしれない。

4― 40代以上の女性で高まる飲酒
習慣率～40～50代の女性は20代の男
性よりも飲む! 女性の社会進出の影響か

　ところで、女性では、20～30代の飲酒

習慣率は低下しているものの、40代以上

では上昇していた。男性と比べるとお酒を

飲む人数も飲酒量も少ないが、40代以上

の女性では、ひと昔前よりもアルコールを

飲むようになっている。

　また、若者がアルコール離れをすることで、

現在では、実は、20代の男性（10.9%）より

も、40代（15.6%）や50代（12.4%）の 女

性の方が飲酒習慣率は高くなっているのだ。

　40代以上の女性で飲酒習慣率が高

まっている背景には、女性の社会進出とと

もに、女性が好むようなチューハイやカク

テルなどの商品が充実してきたこと、また、

都市部では仕事帰りに女性が立ち寄りや

すい立ち飲みバーなども増えてきたことで、

女性がアルコールを楽しみやすい場が充

実してきたことが考えられる。

5― アルコール市場の活路
～飲まない若者も職場の飲み会は重視

　縮小するアルコール市場の活路は女性に

あるのだろうか。確かに40代以上の女性

は、かつてより飲むようになっており、魅力

的なターゲットと言えるだろう。しかし、女

性でも、若者はアルコール離れをしている。

　ここで興味深い調査結果を紹介した

い。公益財団法人日本生産性本部「2018

年度新入社員春の意識調査」によると、新

入社員では、友人からの誘いよりも職場

の飲み会を優先する志向が高まってい

る。2000年では職場の飲み会を優先す

る割合は57.5%だったが、2018年では

82.3%（＋24.8%pt）へと上昇している。

　なぜ新入社員は職場の飲み会を優先す

るようになったのだろうか。バブル崩壊以降、

長らく就職氷河期が続いた。最近は売り手

市場だが、人気のある企業の内定を得るに

は、相変わらず厳しい競争を勝ち抜く必要

がある。せっかく入った会社なのだから周

囲と上手くやりたいという気持ちが、新入社

員の中で高まっているのかもしれない。

　とはいえ、今の若者は上司の誘いに長

時間付き合うような「昔ながらの飲みニュ

ケーション」は求めていないだろう。そし

て、飲み会の場で若者が飲むのはノンアル

コールなのかもしれない。かつての飲み会

の様相とは違うだろうが、まずは、飲み会

という名のコミュニケーションの場を作る

ことがアルコール市場の活路につながる

のではないだろうか。
［*］今泉潤子「健康志向が高まる米国で事業強化を
進める食品メーカー」、三井住友銀行、マンスリー・レ
ビュー（2015年5月号）
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